
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

創
業
の
こ
こ
ろ
と
感
謝
を
胸
に 

 
 

  

私
た
ち
大
阪
で
ん
き
は
２
０
２
４
年
３
月
１
日
で
設
立
６
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た 

。
「旅
の
人
」と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
富
山
の
方
言
で
出
身
が
富
山
県
以
外
の
人
を
呼
ぶ
言
葉
で
す
。
１
９
５
４
年
（昭
和
２
９
年
）に
、
大
阪
か
ら

富
山
へ
来
て
商
売
を
始
め
た
私
の
祖
父
で
創
業
者
の
山
本
正
利
が
お
断
り
文
句
と
し
て
も
っ
と
も
多
く
お
客
様
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉

だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

当
社
に
は
創
業
時
か
ら
社
是
（
社
訓
と
い
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
）が
あ
り
ま
す
。
【忍
耐 

誠
意 

勇
気
】 

こ
の
３
つ
の
言
葉
は
ま
さ

に
当
時
の
苦
労
を
体
現
し
た
も
の
だ
っ
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
創
業
時
の
う
ま
く
い
か
な
い
時
期
を
動
画
に
残
し
ま
し
た
。
（ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
Ｕ
Ｒ
Ｌ
掲
載
、
社
員
が
熱
演
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

「
誠
意
を
も
っ
て
続
け
て
い
れ
ば
必
ず
誰
か
が
見
て
く

れ
て
い
る
、
く
さ
ら
ず
に
頑
張
ろ
う
」動
画
の
中
で
の
創
業
者
の
言
葉
で
す
。
当
社
の
誠
意
を
感
じ
取
り
商
い
を
始
め
て
頂
い
た
お
得
意

先
・取
引
先
の
皆
様
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。 

 
ま
た
動
画
で
は
創
業
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
過
去
を
記
録
と
し
て
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
は
過
去
を
振
り
返
り
未
来
を

想
像
し
、
皆
様
と
の
あ
り
た
い
姿
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
現
在
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
設
立
１
０
０
年
を
夢
に
描
き
昨
年
３
月

に
社
員
に
も
１
０
０
年
を
目
指
す
た
め
に
７
０
周
年
に
何
が
で
き
る
か
を
問
い
ま
し
た
。 

 

当
社
の
主
力
事
業
は
電
設
資
材
の
卸
売
業
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
と
な
り
、
大
き
な
波
が
私
た
ち
の
目
の
前
に

現
れ
て
い
ま
す
。
環
境
や
時
代
に
合
わ
せ
、
取
り
扱
う
商
材
も
考
え
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
激
動
の
中
に

あ
っ
て
も
大
阪
で
ん
き
が
持
つ
「
創
業
の
こ
こ
ろ
」
と
「
感
謝
」を
胸
に
私
た
ち
の
大
切
な
社
員
は
い
ち
ば
ん
大
切
な
皆
さ
ま
と
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
参
り
ま
す
。 

 

私
自
身
は
、
富
山
に
生
ま
れ
富
山
で
育
ち
ま
し
た
。
大
阪
で
ん
き
は
北
陸
生
ま
れ
の
会
社
と
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
し
、
社
員
も
ほ
と

ん
ど
が
北
陸
出
身
者
で
す
。
微
力
な
が
ら
社
会
の
一
部
と
し
て
北
陸
経
済
を
ま
わ
す
義
務
を
負
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
域
で
そ
の
存

在
価
値
を
お
認
め
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
大
阪
で
ん
き
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 仕事に少し関係のあることから、まったく 

関係のないことまであなたにお届けします 

Ｖｏｌ．６０ 

代表取締役社長 

山本 利太郎
としたろう

 

20240320 

今月のトピックス 

◆ 社長のひとり言 

◆ 今月のおさめし 

◆ 雑誌ａｎａｎに掲載されました！ 

◆ 私の得意料理 

◆ 未来・変化・考える 

社長のひとり言 

ロジカル 



今月のおさめし 

 

性格統計学がａｎａｎに掲載されました！／伝え方ラボ通信 第２８回 

毎度、伝え方ラボ通信をご愛読頂きありがとうございます。今回は嬉しいご報告をいたしま

す。なんと、性格統計学があの『ａｎａｎ』で紹介されました。世代的には木村拓哉さんが表

紙を飾り話題となっていた覚えがあります（読んだことはないですけど・・・）。NO.2387の総

特集は「優しい関係」で、Ｚ世代の感性を足掛かりに、人間関係の「今」を様々な角度から

紹介しています。そして全体的に性格統計学を意識した内容です！ 

大阪でんきレター２月号で私が行った初めてのセミナーについてご報告しました（ぜひ当社

のＨＰから２月号をお読みください！）。熟考した原稿と綿密な準備が功を奏し、自分自身

満足のできる成果を得ることができたと思います。でも新たな課題もできました。コミュニ

ケーションギャップ（＝モヤモヤの原因）の解消が性格統計学の目的です。そのためには何

よりも自分を知ることが先決です。自分を客観的に見ることで、相手と自分との違いが理解

できるようになるからです。 

多くの人は、相手を自分のモノサシで測り、相手が自分と同じ価値観を持っていると無意

識に誤解しています。自分を客観的に分析できている人は本当に少ないのが現実です。

でもこうした事実の指摘は他人に言われてもなかなか理解できないものです。「自分のこと

は自分がよく分かっているし、他人にあれこれ言われたくない」、これは多くの人が持つ普

通の感情です。先月のセミナーを終えて、自分で自分を知る＝客観視できる機会をつくる

ことができないかと考えていました 。 

そこで思いついたのが体験型のセミナー、題して「第一回・性格統計学ワークショップ」です。大阪でんきの70

周年そして100周年という会社の未来を作り、伝え方インストラクターを担ってくれるのではないか・・・と私が勝

手に思っている若手のホープたちを参加者に選びました！富山事業部より金永さん、高岡支店より小滝さん、

夏野さん、金沢支店より荒屋さん、岡谷さん、以上の５人です。体験セミナーの詳しい内容は次号で報告させ

て頂きます 。乞うご期待です！ 

こんにちは、またはこんばんは！高岡

支店営業2課の夏野です。昨年9月

以来の登場となりますが皆さんいか

がお過ごしでしょうか。今年こそは痩

せよう痩せようといろいろこなしてきま

したが、結果は去年から＋2㎏でし

た…食欲には抗えないようです。 

それでは今月のおさめしのコーナー

です!!今回は勢いが目覚ましい我ら

が坂井さんにごちそうになりました！ 

事前の予想ではサッと入ってサッと

帰るつもりでした。予想外の混みよう

に内心焦りを感じておりましたが無事

入店し、おいしいお寿司にありつくこと

ができました。 

しめ鯖・鯛・ネギトロ・たまご・漬けマグロなど新

鮮で厚切りのネタと暖かめのシャリが絶妙に混

ざり合ってお昼に食べるにはあまりにも贅沢な

セットでした。一緒についてくるあら汁もぶつ切

りのあらがたっぷり入っており、しっかり効いた

出汁を吸った大根がこれまた絶品で

した。上記以外にも旬のイワシの握り

も頂きましたが脂がのっておりこれま

たおいしかったです。 

多種多様なお寿司をいただけるので

弊社高岡支店から徒歩10分圏内に

ある「すし食いねぇ！高岡南店」様に

ぜひ行ってみてはいかがでしょうか。 

最後に今回もお時間をいただきまし

た坂井さんにこの場をお借りして改め

てお礼させてくださ

い！！ありがとうござい

ました！！皆様もまた

次回のおさめしのコー

ナーにてお会いしましょ

う！ 

すし食いねぇ！ 高岡南店 

富山県高岡市赤祖父433 

得もりランチ（1,190円） 

にぎり11貫+あら汁 夏野 敦
なつの あつし

 

上野が学んでいる性格統計学が

掲載された 『ａｎａｎ』NO.2387 

2024年3月6日号 表紙は道枝

駿祐さん（なにわ男子 ） 

           マガジンハウスＨＰより   

上野 大輔
うえの だいすけ
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古村 孝志
ふるむら たかし

 今井 秀昭
いまい ひであき

 坂井 純
さかい じゅん

 松永 敦志
まつなが あつし

 

ヴィジョン 

黒田 剛史
くろだ たかふみ

 受川 朋就
うけがわ ともなり

 

基本的には料理は

出来ません。した

事もありません。で

もＢＢＱした時の｢焼

きそば｣は皆さん喜

んで食べてくれま

す。極秘のＢＢＱ用

の隠し味がありま

す。内緒です。 

谷井 仁史
たにい ひとし

 西野 智博
にしの ともひろ

 小林 真也
こばやし しんや

 平等 清敬
たいら きよたか

 内山 康平
うちやま こうへい

 松浦 信一
まつうら しんいち

 髙田 哲生
た か た  て つ お

 髙島 光生
たかしま こうせい

 

新田 陽一
にった よういち

 福井 健太郎
ふくい けんたろう

  吉田 英喜 
よした ひでき 

 原  良
はら  りょう

 北村 真斗
きたむら まさと

 加藤 敬
かとう さとし

 

私の得意料理 

高岡支店→ 

←富山事業部 

ロジカル ロジカル ヴィジョン 

ロジカル 

ロジカル ロジカル ロジカル ロジカル ロジカル ロジカル 

ロジカル 

夏野 敦
なつの あつし

 

ﾋﾟｰｽﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ 

ﾋﾟｰｽﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ 

ﾋﾟｰｽﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ 

伊東 英樹
いとう ひでき

 

エンジニアリング部 

ヴィジョン 

ヴィジョン ヴィジョン ヴィジョン 

ヴィジョン ヴィジョン 

ﾋﾟｰｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

 

髙橋 海斗
たかはし かいと

 

金沢支店→ 

富山事業部 

藤本 竜輝
ふじもと りゅうき

 

親子丼です。料理

は得意ではありま

せん。最近教わり

作れるようになりま

した。材料を煮るだ

けなので思った以

上に簡単でした。

子どもたちにも好評

だったのでまた作り

ます。 

カレーです。得意

料理というかこれし

か作れません。学

生の頃はコーヒー

を入れたり、チョコ

を入れたりもしまし

た。ただ混ぜてるだ

けなんですけどね

(^_^; 

チャーハンです。

火力や食材の切り

方によって味に違

いがでる為、シンプ

ルですが、奥が深

い。色々書きました

が、永谷園や味の

素からでている

チャーハンの素を

使えばだいだい美

味しいですよね。 

得意料理は特にあ

りません(笑) 年に

数回作るカレーや

チャーハン位で

す！今後の為に、

自分で料理作りを

しないといけません

ね。 

大学生のころからハ

ンバーグとオムライ

スはよく作ります。

得意ではありません

が，自分の幼いころ

からの大好物なの

で暇があれば作っ

たりしています。何

年たっても美味しい

ものは美味しいです

ね。  

炒飯ですかね。得

意料理というよりか

はこちらくらいしか

作れないといった

ほうが正しいです。

ですので味も美味

しく作れるわけでも

なく、不安定です。

いつかは上達した

いものです。 

得意料理というより

最近はまっている

料理ですがイワシ

の酢漬けです。 そ

のまま食べても十

分美味しいですが

サラダ油に一晩つ

け込んでバゲットと

一緒に食べると最

高です。  

最近よく作るのは

チャーハンです。

定期的に味を変え

ます（同じ味は飽き

るので）。昔、ガス

コンロの時は中華

鍋と中華お玉でガ

シガシしていまし

た。 

鍋一択です。もし、

鍋に液体的なものを

入れ、かつ野菜的な

ものを入れて煮込ん

だものを鍋料理と定

義するなら、この季

節、週七で鍋を食べ

ることも珍しくありませ

ん。ただ、思い付きで

色々な調味料を入

れ味を決めるため二

度と同じ味を再現す

ることはできません。 

僕はあまり(という

かほとんど)料理

はしませんが、年

に300食程つくる

料理があります。

毎週休みになると

いつも作ってくれ

と下の子供に言

われて作るもの…

それは卵うど

ん！！ 

焼きそばです。子

供が好きなので

よく作ります。隠し

味に、お好み焼

きソースを混ぜま

す。コクが出て美

味しくなります。 

チャーハンです。休

日の朝やお昼用、

おつまみ用など簡

単で美味しいので

昨年くらいからよく

作ります。こだわりは

マヨネーズを使うこ

とです。気持ちパラ

パラになりやすくコク

もUPするのでオスス

メです！ 

卵焼きです。砂糖

の量を調整した

り、チーズを入れ

て柔めに作った

り、マヨネーズの分

量を調整したり、

いろいろやってみ

ています。今チャ

レンジしているの

は巻かない卵焼き

です。  

料理はかなり不得

意分野になります

が・・・かなり前に単

純ですがカレーライ

スを作った程度で

す。機会があれ

ば、手の凝った料

理を習得するのも

良いかなとおもいま

す。 

ﾋﾟｰｽﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ 

私の得意料理は、

本格炒め炒飯で

す。パラパラですご

くおいしいですよ。        

 

 

 

ニチレイのですけ

ど。  

長いも入りお好み

焼き（豚玉）で

す。すりおろした

長いもを入れると

ふわふわ感が増

します。長いもパ

ウダーなんかも

売ってます。ご存

じない方は是非

お試しください！

そしてその後の焼

きそばまでが一連

のフローです。 

味噌汁です。家

族の中で一番先

に起きるのは私な

ので、朝の味噌

汁をつくることが

結構あります。何

度も作っているう

ちにかなりスピー

ディーに作れるよ

うになりました。具

沢山で、味付け

は薄味が得意で

す。  

最近は全く料理

をしていなく自信

はありませんが、

バイト時代にラー

メン屋さんで何度

も作ったチャーハ

ンです。中華鍋と

火力がないと美

味しく作れません

が(笑)   

自分が料理する

事はありません

が、休日のお昼は

たまに作ります。

得意料理ではあり

ませんが、焼きめ

しを作ります。（こ

れしか作れませ

ん） 

今までで一番難し

いお題ですね・・・。

料理は出来ません

が、食べるのが好

きです。好き嫌い

は一切なく何でも

美味しく頂きます。 

最近は親子丼をよ

く作っています。

YOUTUBEを見て

チャレンジする事が

多く、私にとって料

理教室の先生のよ

うな存在になって

います。 

ﾋﾟｰｽﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ 

目
玉
焼
き 

得意な料理はあ

りませんので、他

の方の回答を参

考にチャレンジし

てみたいと思いま

す。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県富山市新庄本町１丁目５番３４号 

TEL(076)451-5581 FAX(076)451-2320 

nishino@osakadenki.co.jp  (西野） 

富山県高岡市問屋町５番 

TEL(0766)23-3111 FAX(0766)25-1790 

furumura@osakadenki.co.jp  (古村） 

金沢市示野中町2丁目100番地 

TEL(076)223-3541 FAX(076)223-3932 

nitta@osakadenki.co.jp  (新田） 

大阪電機商事㈱ 金沢支店 

大阪電機商事㈱ 高岡支店 

大阪電機商事㈱ 富山事業部 

未来・変化・考える 

若い頃は布団に入ってお休み３秒で朝まで爆睡だった私ですが、最近は眠

ることが下手になっている気がします。白米は基本的に摂取しないような食

生活を送っていますが、炭水化物が良質な睡眠に重要だという情報を入手

し、玄米なら食べてもＯＫという自分ルールをあらたに設定しました、どうも大

阪でんきレター編集長の原です。 

私は大阪でんきの社員ですから、当然、大阪でんきの社長（山本利太郎）の

話を聞く機会がちょいちょいあります。これは私の個人的な感想ですが、社長

の話の中での頻出単語TOP3は…、「未来」「変化」「考える」です。（テストに

はでません） 

そうなると私も知らず知らずのうちに「未来か～」などと「考えて」、「変化ね～」

とか「考える」ことになるわけです。 

私の最近のわかりやすい変化は何だったかを思い返すと、バイクを買ったこと

かなと思います。それもみんなの憧れ（でもないのか…）、ハーレー・ダヴィッド

ソンを買ったことです。高校生の頃からずっと乗りたいと思っていたけど色々

な理由を作って絶対無理だろ～な～と、ただただ諦めていました。 

とあるキッカケがあって手に入れることになり、この事実そのものは「ただ買っ

ただけ」なのですが、ずっと無理だと思っていたことが実現すると人生にとても

大きな変化が起きます。今までいろんな理由をつけて、絶対無理だと諦めて

いことでも実現できるんじゃないかという風に心の持ち方が変化します。 

さて、そんなこんなで前置きが長くなりましたが、未来を変化させるには…とか色々考えて“ちょっと難しい資格”を

取ってみようと思いお勉強を始めました。一緒に働く仲間のなかには「考えるより行動する」という、私が非常にリス

ペクトするタイプの人もいますが、私は「行動するより考える」タイプ…。勉強をする前に勉強をするための本を読

んで勉強するという、ひどく回りくどいことをします(笑)。 

でも、あのイチロー選手が言っていました、「回り道をしないと人間に深みが出ない」と。なのでやり方は人それぞれ

なんだと考えて未来を善い方向に変化させていきたいです。大阪でんきには“ちょっと難しい資格”に挑戦している

人が他にもいるので、私も負けないように頑張りたいと思います！ 原  良
はら  りょう

 

大阪でんきのホームページで   

設立６５周年 記念動画を公開させ

て頂いております。 

出演者は弊社社員

です。大阪でんき

の事を少しでも知っ

て頂きたいとの思

いから、ぜひ一度

ご覧ください。 

【勉強がしたくてたまらなくなる本】 

著者：廣政 愁一 

筋金入りの愚図だと自称する元予備校講師が書い

た勉強がしたくなる方法が書かれています。 

一発目に書かれていることが、「すぐに勉強に取り

かかってはいけない」です。どうです？ちょっと読み

たくなりませんか☆ 


